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１．計画段階評価の流れ
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■評価対象区間は、飯田市の西部に位置し、飯田市山本と飯田市伊賀良を結ぶ延長約５ｋｍの区間。

１．計画段階評価の流れ １）評価対象区間
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高速道路等 直轄国道 補助国道 その他道路

＜整備状況＞

＜道路種別＞

長野県駅



■平成30年度 第2回社会資本整備審議会 道路分科会 中部地方小委員会の概要

主なご意見 対応状況

・比較表における各案の効果の程度をもう少し具体的に表現するべき。
・比較表の表現を修正。
（詳細はP5に記載）

■前回審議での主なご意見と対応状況

１．計画段階評価の流れ ２）前回審議内容

実施日 平成30年12月18日（火）

議事内容

①計画段階評価手続きの進め方
②第1回意見聴取の結果
③対応方針の検討
④第2回意見聴取の方法
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１．計画段階評価の流れ ２）前回審議内容【比較表の表現修正】
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アンケートおよび比較表へのご意見の詳細 対応状況

・アンケート結果について男女比が気になる。
生活道路でもあるので昼間のうちはパートに行く母親が多く
利用していると思う。
・もう少しそういった人の意見がアンケートに反映されればいい
と思う。

・全戸配布の返却用アンケート票を２枚ず
つ配布。

・現道改良案だけが現在ボトルネックとなっている飯田インタ
ー西交差点を通ることとなっている。
・常識的に考えたとき、案1、案2、案3でいずれも同じ渋滞が少
なくなるという表現でいいのかという点が気になった。

・比較表の文言について、案3現道改良案
の「渋滞は少なくなるが、混雑している飯
田IC西交差点を回避できない」と表記。
（詳細は次ページ「箇所①」参照）

比較表の文言について
・「③歩道の幅が広くなる」について、案１バイパス案では、「歩
道の幅は変わらないがバイパスに交通が移ることで、歩行者
の安全性が向上」とある。
・上記下線の表現は現道をいじらないことを前提とした話のた
め、仮にバイパスができて通過交通が転換すると現道の方の
利用が変わるのではないか。

・案1バイパス案の表現を「バイパスに交通
が移ることで、歩行者の安全性が向上 な
お、現道については歩道の幅を広くするこ
とも可能となる」に修正。
（詳細は次ページ「箇所②」参照）



１．計画段階評価の流れ ２）前回審議内容【比較表の表現修正】
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【修正前】

【修正後】

箇所①

箇所①

箇所②

箇所②

飯田IC西交差点 飯田IC西交差点 飯田IC西交差点

飯田IC西交差点 飯田IC西交差点 飯田IC西交差点



１．計画段階評価の流れ ３）計画段階評価手続きの進め方
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〔審議事項〕
◆計画段階評価
手続きの進め方

◆地域の現状と課題
◆政策目標（案）
◆地域の意見聴取

方法

第１回
中部地方小委員会

【平成29年12月13日】

対
応
方
針
の
決
定
（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

◆意見聴取内容
○地域の現状と課題

○政策目標（案）

◆意見聴取方法
《ヒアリング

アンケート》
対象者： 沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

意見聴取

〔審議事項〕
◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆政策目標の設定
◆複数案の設定
◆評価項目の設定
◆複数案の比較評価
◆地域の意見聴取
方法

第２回
中部地方小委員会

◆意見聴取内容
○政策案選定時に

重視する項目

◆意見聴取方法
《ヒアリング

アンケート》
対象者： 沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

意見聴取

〔審議事項〕
◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆対応方針（案）
の検討

第３回
中部地方小委員会

地 方 小 委 員 会

【平成30年3月5日
～４月8日】 【平成30年12月18日】

【平成31年2月22日
～４月15日】 【令和元年10月23日】

■地域住民や道路利用者の意見を聴きながら、道路計画〔概略の計画案（複数案）〕について検討を行う。



２．第２回意見聴取の結果
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２．第２回意見聴取の結果 1)意見聴取の概要①
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■意見聴取期間は、平成３１年２月２２日~平成３１年４月１５日。
■下伊那地域の住民、地方公共団体、各種団体、道路利用者を対象にアンケート・ヒアリングを実施。

●意見聴取（２回目）の概要 ●アンケート項目

周知方法：記者発表、ポスター掲示、国HPへのバナー貼り付け、市広報誌

配布方法：①住民アンケートは、全戸配布

②道路利用者アンケートは、観光地や「道の駅」、

高速PAへアンケート用紙設置

回収方法：①郵便ポスト

②市町村役場や「道の駅」に投函ボックスを設置

期 間：約２ヶ月（平成３１年２月２２日～４月１５日）

調査内容 対象
調査票
形式

配布数
回収数
（回収率）

ア
ン
ケ
ー
ト

住民
アンケート

・下伊那地域内などの市町村在住の方

郵送 65,344 16,512
（25％）

留置き － 402

HP － 36

小計 65,344 16,950

沿線地域
事業者アンケート

・商工会、観光協会、県トラック協会、県バス協会、
県タクシー協会の会員企業

郵送 375 190（51％）

道路利用者
アンケート

・下伊那地域内の「道の駅」利用者
・観光地利用者
・高速PA利用者

留置き － 47

合計（アンケート） 65,719 17,187

ヒ
ア
リ
ン
グ

各種団体
聞き取り調査

・警察、消防、学校、商工会、観光協会、
温泉旅館組合、旅行業協会、農業協同組合、
道の駅関係者

・下伊那地域内の市町村
・愛知県、長野県

ヒアリング － 65



２．第２回意見聴取の結果 1)意見聴取の概要②
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■市役所、町村役場や道の駅、高速道路ＰＡ、商業施設への道路利用者アンケートの設置、商業施設での
インタビュー調査を実施。

■ＨＰやポスター、自治体広報誌にて周知を行い回収率向上を狙う。
■飯田国道事務所HPにアンケートバナーを掲載し、インターネットによるＷＥＢアンケートを実施。
■商工会等へアンケート内容を説明、周知して回収率向上を図る。

●市役所、町役場や道の駅、高速道路ＰＡ、商業施設における

道路利用者アンケートの設置
●ホームページでのアンケートバナーの掲載

●商業施設でのインタビュー調査

飯田市役所 座光寺PA

ポスター
を掲示

アンケート・
投函箱を設置

アピタ飯田店 イオン飯田 アップルロード店



２．第２回意見聴取の結果 1)意見聴取の概要③
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■自治体広報誌への掲載、道路利用者アンケート調査票常設箇所等へのポスターの掲示を実施。

●ポスター（道路利用者アンケート調査票常設箇所等に掲示）●自治体広報誌



２．第２回意見聴取の結果 1)意見聴取の概要④

■アンケート調査項目を踏まえた意見聴取の内容

●質問事項
対策案（ルート帯案）を検討する際に、政策目標・配慮するポイントで、重要だと思う事項
質問１：この地域（飯田市山本～飯田市伊賀良）にとって、望ましいルート帯案を考える際に重要だと思うこと

は何ですか。
以下の①～⑩の項目について、４段階評価してください。
その他ご意見があれば⑪にご記入ください。

質問２：この地域（飯田市山本～飯田市伊賀良）の現在の道路の状況や、今後の道路整備等について、
ご意見がありましたら、ご自由にお書きください。

①渋滞が少なくなることが重要

②交通事故の危険性が減少することが重要

③歩行者が安全に通行できることが重要

④リニア新幹線を利用した観光客が観光地へ行きやすいことが重要

⑤自然環境の変化が少ないことが重要

⑥工事中の周辺住民への影響が小さいことが重要

⑦転居が必要な家・店舗など、現道の沿道利用環境の変化が少ないことが重要

⑧国道１５３号（バイパス及び現道）の沿道利用が見込まれることが重要

⑨災害時に道路を通れることが重要

⑩道路をつくる費用が安いことが重要

⑪その他（自由回答）

＜４段階評価＞

4．そう思う 3．ややそう思う 2．あまりそう思わない 1．そう思わない。

〇対策案（ルート帯案）について
〇その他自由意見

12



下伊那地域

13
28%

上伊那地域

10
22%

長野市

1
2%

愛知県

3
6%

静岡県

3
6%

新潟県

1
2%

無回答

16
34%

10代
0%

20代
3%

30代
7% 40代

13%

50代
17%

60代
28%

70歳以上
30%

無回答
2%

飯田市

11427
66%

高森町

1092
6%

阿智村

963
6%

松川町

901
5%

喬木村

524
3%

豊丘村

433
3%

下條村

381
2%

阿南町

360
2%

泰阜村

152
1%

根羽村

141
1%

天龍村

140
1%

その他

317
2%

無回答

356
2%

２．第２回意見聴取の結果 2）回答者属性

■住民１６，９５０人、沿線地域事業者１９０団体 、道路利用者４７人から意見聴取を実施。
■男性が約６割と若干高い傾向。年齢は６０歳以上が約６割を占める。
■アンケート全体で沿線の飯田市からの回答が約７割を占める。
■道路利用者アンケートは、長野県内の利用者が約５割、愛知・静岡からの利用者が約１割を占める。

回答者属性

■性別 ■年齢

■アンケート回収状況

住民 沿線地域事業者 道路利用者

１６，９５０人 １９０団体 ４７人

総回答数16,997人
（住民、道路利用者）

男性
58%

女性
41%

無回答
1%

■アンケート回収状況

住民 N=16,950 事業者 N=190 道路利用者 N=47
長野県
約5割
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愛知県・静岡県
約１割

全体 N=17,187

飯田市

11,365 
67%高森町

1,090 
7%

阿智村

914 
5%

松川町

874 
5%

喬木村

524 
3%

豊丘村

426 
3%

下條村

361 
2%

阿南町

340 
2%

その他

719 
4%

無回答者

337 
2%

飯田市

62
33%

阿智村

47
25%

松川町

26
14%

阿南町

19
10%

下條村

14
7%

豊丘村

7
4%

売木村

5
3%

高森町

2
1%

泰阜村

2
1%

天龍村

2
1%

中川村

1
0%

無回答

3
1%



ほぼ毎日

64%

週に数回程度

15%

月に数回程度

11%

ほぼ利用しない

7%

利用したことがない

2%

無回答

1%

日常的な

買い物・通院等

30%

仕事

29%

観光・レジャー

19%

通勤・通学

10%

その他

10%

無回答

2%

0～3時
2%

3～6時
2%

6～9時
18%

9～12時
25%

12～15時
19%

15～18時
21%

18～21時
11%

21～24時
1%

無回答
1%

自動車の利用頻度と国道１５３号利用者の割合

■回答者のうち自動車を利用している人が９７％。そのうち、国道１５３号を利用している人が６４％。

■その利用目的は、「仕事」、「日常的な買い物・通院等」の項目が３割程度と多く。次いで「観光・レジャー」が２割程度。
■また、国道１５３号の利用時間帯は、「９～１２時」の割合が約３割と多く、次いで「１５～１８時」が２割程度、

「１２～１５時」、「６～９時」が２割弱と朝～夕方までの利用が多い傾向。
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国道153号（山本～伊賀良）の利用目的と利用時間帯

２．第２回意見聴取の結果 3）回答者の国道１５３号利用形態

【自動車利用のうち、国道153号（山本～伊賀良）
利用者の割合】

【国道153号を利用している人の主な利用目的】

【国道153号を利用している人の主な利用時間帯】

【自動車の利用頻度】

自動車利用者
約97％

利用している
64%

利用していない
33%

無回答
3%

64％



72%

79%

78%

36%

40%

40%

33%

36%

73%

43%

19%

14%

14%

34%

36%

38%

37%

36%

19%

31%

4%

3%

3%

19%

16%

14%

20%

19%

4%

16%

2%

2%

2%

8%

5%

5%

7%

6%

2%

7%

3%

2%

3%

3%

3%

3%

3%

3%

2%

3%

要

要

要

要

要

要

２．第２回意見聴取の結果 3）ルート帯案重要事項①

■対策案（ルート帯案）を検討する際に、政策目標・配慮するポイントで、重要だと思う事項について、「渋滞が少な
くなること」、「交通事故の危険が減少すること」、「歩行者が安全に通行できること」、「災害時に道路を通れる
こと」が重要と回答した割合が９割以上と高い。
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Ｑ：この地域（飯田市山本～飯田市伊賀良）にとって、望ましいルート帯案を考える際に重要だと思うことは何ですか。
以下の①～⑩の項目について、４段階評価してください。

全体 N=17,187

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

①渋滞が少なくなることが重要

②交通事故の危険性が減少することが重要

③歩行者が安全に通行できることが重要

④リニア新幹線を利用した観光客が観光地へ
行きやすいことが重要

⑤自然環境の変化が少ないことが重要

⑥工事中の周辺住民への影響が小さいことが重要

⑦転居が必要な家・店舗など、現道の沿道
利用環境の変化が少ないことが重要

⑧国道１５３号（バイパス及び現道）の沿道利用が
見込まれることが重要

⑨災害時に道路を通れることが重要

⑩道路をつくる費用が安いことが重要

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

91％

93％

92％

70％

76％

78％

70％

72％

92％

74％



66%

75%

71%

28%

43%

43%

34%

38%

75%

28%

26%

17%

17%

40%

38%

26%

30%

32%

15%

34%

2%

2%

17%

9%

21%

19%

13%

2%

26%

2%

4%

6%

9%

6%

4%

11%

11%
4%

6%

4%

4%

4%

6%

4%

6%

6%

6%

4%

6%

79%

82%

77%

50%

43%

50%

35%

39%

79%

44%

14%

15%

18%

30%

38%

35%

35%

37%

17%

30%

4%

2%

4%

13%

15%

10%

25%

18%

2%

18%

2%

6%

3%

4%

4%

5%

1%

7%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

２．第２回意見聴取の結果 3）ルート帯案重要事項②

■住民は、「①渋滞解消」、「②事故減少」、「③歩行者安全」、「⑨災害時通行」が重要という意見が多い。

■沿線地域事業者は、「①渋滞解消」、「②事故減少」、「③歩行者安全」、「⑨災害時通行」が重要という意見が多い。
■道路利用者は、「①渋滞解消」、「②事故減少」、「⑨災害時通行」が重要という意見が多い。
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住民 沿線地域事業者 道路利用者N=16,950 N=190 N=47

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

①渋滞解消

②事故減少

③歩行者安全

④リニア利便性

⑤自然環境

⑥工事影響

⑦沿道環境影響

⑧沿道利用見込み

⑨災害時通行

⑩費用

①渋滞解消

②事故減少

③歩行者安全

④リニア利便性

⑤自然環境

⑥工事影響

⑦沿道環境影響

⑧沿道利用見込み

⑨災害時通行

⑩費用

①渋滞解消

②事故減少

③歩行者安全

④リニア利便性

⑤自然環境

⑥工事影響

⑦沿道環境影響

⑧沿道利用見込み

⑨災害時通行

⑩費用

72%

79%

78%

36%

40%

40%

33%

36%

73%

43%

19%

14%

14%

34%

36%

38%

37%

36%

19%

31%

4%
3%

3%

19%

16%

14%

20%

19%

4%

16%

2%

2%

2%

8%

5%

5%

7%

6%
2%

7%

3%

2%

3%

3%

3%

3%

3%

3%

2%

3%

91％

93％

92％

70％

76％

78％

70％

72％

92％

74％

93％

97％

95％

80％

81％

85％

70％

76％

96％

74％

92％

92％

88％

68％

81％

69％

64％

70％

90％

62％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％



３．対応方針（原案）の検討
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３．対応方針（原案）の検討 1）ルート帯案の検討①
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案１

案３

案２

飯田I.C

至 下伊那南部・
三遠地域

至

阿
智
村

（下
伊
那
西
部
地
域
）

至

伊
那

至

名
古
屋

至

塩
尻

飯田山本I.C

 256

 153 至

高
森

飯田IC東
交差点

飯田IC西
交差点

上殿岡
交差点

山本小学校北
交差点

中村
交差点

 153  153

 153 

圓通寺

伊那神社
観音寺

光明寺

西林寺

七久里神社

慈永堂

飯田山本
小学校

増泉寺 熊野神社

飯田運動公園
八幡社

長清寺

八幡神社

伊賀良
変電所

伊賀良
小学校

社会状況による要因 自然的状況による要因

・学校・公共施設： ・土砂災害警戒区域：

・寺社・仏閣：

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト

：高速道路

：国道

：主要地方道等

道路凡例

0 1km500m

比較ルート帯（案）凡例

：案１ バイパス案

：案２ 現道改良＋バイパス案

：案３ 現道改良案

■案１：全線でバイパスを整備し、通過交通を分離することで、課題解消を図る案。
■案２：南側で現道拡幅、北側でバイパスを整備し、沿道利用を一定程度配慮しつつ市街地部の通過交通分離を図る案。
■案３：全線で現道を拡幅し、沿道利用に配慮しながら、課題解消を図る案。



３．対応方針（原案）の検討 1）ルート帯案の検討②
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■意見聴取にてルート帯案を考える際に重要とされた事項に基づき比較すると、案①バイパス案が最も優位である。

※現道：現在の国道１５３号

評価項目 案１： バイパス案 案２：現道改良＋バイパス案 案３： 現道改良案

ルート帯概要

全線でバイパスを整備し、通過交通を分離することで、渋
滞や事故が懸念される箇所の課題解消を図る案

南側で現道拡幅、北側でバイパスを整備し、沿道利用を一
定程度配慮しつつ市街地部の通過交通分離を図る案

全線で現道を拡幅し、沿道利用に配慮しながら、渋滞や事
故が懸念される箇所の課題解消を図る案

約 4 km 約 6 km 約 5 km

政
策
目
標
に
対
す
る
評
価

交通の円滑化
渋滞が少なくなる

こと
バイパスに交通が移ることで交通量が減少し、

渋滞が少なくなる

バイパス区間に交通が移ることで交通量が減少し、

渋滞が少なくなる

渋滞は少なくなるが、混雑している飯田IC西交差点を
回避できない

交通
安全

の確保

事故
道路線形が良くな

ること
線形の良いバイパスができることで、安全性が向上 坂道は残るが、急カーブがなくなり、安全性が向上 坂道は残るが、急カーブがなくなり、安全性が向上

歩行者
の安全

歩道の幅が広くな
ること

バイパスに交通が移ることで、歩行者の安全性が向上
なお、現道については歩道の幅を広くすることも可能と
なる

現道を改良する区間で歩道の幅が広くなり、安全性が向上 歩道の幅が広くなり、安全性が向上

地域
振興

移動の
しやす

さ

リニア長野県駅か
ら観光地へ早く到

着できること

リニア長野県駅から観光地（昼神温泉）まで
現状：26分 →将来：21分

リニア長野県駅から観光地（昼神温泉）まで
現状：26分 →将来：23分

リニア長野県駅から観光地（昼神温泉）まで
現状：26分 →将来：24分

配
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

に
対
す
る
評
価

自然環境の保全
自然環境への影
響が少ないこと

全線で道路を新しく整備するため自然環境の変化が大き
い

バイパス区間において道路を新しく整備するため、自然環
境の変化が大きい

全線、現道を改良するため、自然環境の変化が小さい

生活環境への

配慮

集落の近くで工事
をしないこと

集落を回避するため工事中における生活環境への影響は
小さい

現道を改良する区間において集落の近くで工事をするため、
案１より工事中における生活環境への影響が大きい

集落の近くで工事をするため、工事中における生活環境へ
の影響が大きい

転居が必要な家・
店舗の数が少な

いこと

集落を回避するため、転居が必要な家・店舗の数が少なく、
現道の沿道改変がない

現道を改良する区間で集落を通過するため、転居が必要
な家・店舗の数が多く、現道の沿道改変がある

集落を通過するため、転居が必要な家・店舗の数が多く、
現道の沿道改変がある

沿道利用が見込
まれること

バイパスの沿道利用が見込まれるが、一方で通過交通が
バイパスに転換することにより現道の沿道利用は減少する

バイパス区間ではバイパスの沿道利用が見込まれるが、
一方で通過交通がバイパスに転換することにより現道の沿
道利用は減少する
また、現道を改良する区間では現道の沿道利用は変化し
ない

現道の沿道利用は変化しない

そ
の
他

災害における

影響

土石流等の危険
性がある地域を
回避すること

土石流等の危険性がある地域を回避するため、他案に比
べて災害時にも道路を通れる可能性が高い

現道活用区間の一部において、土石流等の危険性がある
地域を回避できないため、案1と比べて、災害時に道路を
通れるか懸案が残る

概ね全線において、土石流等の危険性がある地域を回避
できないため、案1と比べて、災害時に道路を通れるか懸
案が残る

経済性
道路をつくる費用

が安いこと
約 230～250億円 約 190～210億円 約 220～240億円

着色部は、意見聴取で重視、または配慮すべきとされている上位の項目



３．対応方針（原案）の検討 2）ルート帯案と対応方針（原案）
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■道路整備の必要性

■対応方針（原案）

政策目標を達成できる道路の必要性を確認

【政策目標】
〇交通の円滑化
〇交通安全の確保
〇地域振興

【ルート検討における重要事項】
〇渋滞が少なくなること
〇道路線形が良くなること
〇歩道の幅が広くなること
〇リニア長野県駅から観光地へ早く到着できること
〇土石流等の危険性がある地域を回避すること

地域の意見聴取の結果

１．ルート案については、
「全線でバイパスを整備し、通過交通を分離することで、課題解消を図る【案①：バイパス案】とする。

【理由】
〇バイパスに交通が移ることで交通量が減少し、他の案に比べて渋滞が少なくなる。
〇道路線形が他の案に比べて優れているため、安全性が向上する。
〇バイパスに交通が移ることで歩行者の安全性が向上する。なお、現道については歩道の幅を広くすることも可能である。
〇バイパスを利用することで、リニア長野県駅から観光地までのアクセス性が向上する。
〇土石流等の危険性がある地域を回避できるため、他の案に比べて災害時にも道路を通れる可能性が高い。
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■「全線でバイパスを整備し、通過交通を分離することで、課題解消を図る【案１：バイパス案】とする。

３．対応方針（原案）の検討 2）ルート帯案と対応方針（原案）

長野県駅

中央自動車道
飯田
山本IC

北方

山本

座光寺
スマートIC
（仮称）

飯田市

飯田
市役所

伊賀良

飯田IC

中村

三
遠
南
信

自
動
車
道

【計画・ルートの考え方】

・渋滞を無くし、交通の円滑化を図る計画。 ・道路線形を良くし、自動車の安全性を向上させる計画。

・歩行者の安全性を確保する計画。 ・リニア長野県から観光地までのアクセス性を向上する計画。

・災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークを形成する計画。

案１ バイパス案
全線でバイパスを整備し、通過交通を
分離することで、課題解消を図る案



４．自治体への意見照会結果
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自治体名 意見

長野県

１．国道１５３号飯田南道路における対応方針（原案）に
ついて異議ありません。

２．国道１５３号につきましては、伊那谷を南北に結ぶ
唯一の国道であり、物流面や生活面等、地域にとっ
て非常に重要な路線です。

長野県としては、飯田南道路の整備効果を最大限
発揮させるために、国道１５３号飯田北改良・伊那
バイパスの整備を進めて参ります。

つきましては、国道１５３号飯田南道路が早期に事
業化されますようご配慮をお願いいたします。

23

４．自治体への意見照会結果 1）自治体への意見照会〔対応方針（原案）に対する意見〕

意見照会の回答
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４．自治体への意見照会結果 1）自治体への意見照会〔対応方針（原案）に対する意見〕

意見照会の回答

自治体名 意見

飯田市

１．国道１５３号飯田南道路における対応方針（原案）
について同意します。

国道１５３号につきましては、中央自動車道の代替
機能を有するとともに、名古屋から飯田への危険
物輸送ルートとしても利用される重要な路線です。

また、リニア・三遠南信自動車道の開通を見据えた
「広域的な幹線道路網構想及び計画」の骨格軸と
なり、中央新幹線の長野県駅への主要なアクセス
道路として飯田下伊那地域の地方創生・国土強靭
化の役割を大きく果たすことが大きく期待されてい
ます。

２．現在、飯田市山本地区から飯田市北方地区に至る
区間では、道路幅員が狭く、朝夕の通勤・通学時間
帯を中心に慢性的な交通渋滞が発生するとともに、
歩道がない区間もあり、小中学校の通学路である
ことも含め、住民生活の安全確保に支障をきたして
います。

つきましては、国道１５３号飯田南道路が早期に事
業化されますようにご配慮をお願いいたします。



５．対応方針（案）のまとめ
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長野県駅

中央自動車道
飯田
山本IC

北方

山本

座光寺
スマートIC
（仮称）

飯田市

飯田
市役所

伊賀良

飯田IC

中村

三
遠
南
信

自
動
車
道

26

５．対応方針（案）のまとめ 1）対応方針（案）

■ 全線でバイパスを整備し、通過交通を分離することで、課題解消を図る【案１：バイパス案】とする。




